


本日の内容

１ 沖縄県の幼児教育の現状

２ 今後の方向性
（１） 幼児教育の質の向上
（２） 保幼こ小の円滑な接続の推進



多様な施設類型の園それぞれの特色や実態を踏まえた
訪問・研修・事業の実施が求められている

令和７年４月時点
令和７年度学校一覧
沖縄県内特定教育・
保育施設等一覧より

はじめに



「沖縄県の幼児教育センター」としての機能

幼児教育班 推進体制 R８

幼児教育の質の向上
～ 要領・指針に基づく教育・保育 ～

保幼こ小の円滑な接続の推進
～ 幼児期の学びを小学校以降へつなぐ ～

教育庁義務教育課幼児教育班

【研修の質の向上・効率化】
● 法定研修
● 幼児教育合同研修会
● 子育て支援員研修
● 保育士等キャリアアップ研修
● 保育スキル向上研修
● 園長等運営管理協議会
● 幼児教育研究協議会
● 保育技術協議会
● 幼児期の学びを生かした授業研究会

【市町村研修・園訪問支援の充実】 
【市町村幼児教育アドバイザー・架け橋期の
コーディネーター等の資質向上】

● 研修会支援
● 訪問支援（園・小学校訪問支援）
● 架け橋期のカリキュラム開発推進会議
●「県黄金っ子架け橋サポートガイド」の活用
●「県幼児教育リーフレット」の活用

教育庁

県立総合教育センター

こども未来部

子育て支援課
教育庁教育事務所

（６地区）

② 市町村支援① 研修

市町村

【市町村教育委員会・保育主幹部局、市町村間、
園と小学校、養成校・各団体間の連携】

 ● 幼児教育アドバイザー等連絡協議会
 ● 幼児教育アドバイザー等スキルアップ研修会
 ● 保育者育成協議会
 ● 市町村幼児教育担当者連絡協議会
 ● 教育事務所等幼児教育担当者連絡協議会

③ 連携体制の強化

幼児教育・保育振興事業 子ども・子育て支援体制整備総合推進事業 幼児教育の理解・発展推進事業　＊文部科学省市町村幼児教育支援事業





子どもの主体性」と保育の本質についての再確認
単に自由にさせるのではなく「主体とは何か」「意図的な環境構成とは何か」を
深く問い直す機会となり、子どものつぶやきや行動の意味を丁寧に読み解く重要性を改めて実感できた。

実践的で広がりを感じるグループワーク（対話と共感）
仮想ミニ園内研修（1枚の写真を使った見取りなど）を通して、立場や施設種別（公立・私立・こども園・保
育園・幼稚園）を超えた多様な視点・捉え方に触れ、多くの学びと共感が得られた。

自園の保育振り返りと「園内研修」への具体的なヒント
対話しやすく全員が発言できる研修の進め方や「語り合い」の工夫を体験でき、「明日からの園内研修で早速
実践したい」「職員間で子どもの姿を語り合い記録に残したい」という前向きな意欲につながった。

リーダー層・管理者としての役割やマネジメントへの気づき
主任・主幹・園長といった立場ならではの悩みや課題を共有でき、職員の強みを活かす職場づくりや「園長・
リーダー自身が保育を楽しみハッピーオーラを出すこと」の大切さを学べた。

地域の保幼小連携・横のつながりの強化
校区内や市内の他園の取り組み・保育観を知ることで、情報共有や「就学前（架け橋期）」を見据えた全体で
の支え合いの意識が高まり、地域全体で保育を盛り上げていく連帯感が生まれた。

講師への感謝と安心感のある雰囲気わかりやすく心に響く講話に加え、終始あたたかくワクワクするような雰
囲気づくりのおかげで、初心に帰り「早く子どもたちの笑顔に会いたい」と思える勇気と元気をもらえた。

研修後の
振り返りより





自園の強みの再発見と自信の向上
第三者の客観的な視点から日頃の保育や職員の頑張りを褒めていただいた
ことで、自分たちの保育への確信と自信を得ることができました。

「主体性を育む環境構成」への深い納得感
子どもが自発的に遊びたくなる環境づくりや試行錯誤できる設定が、そのまま「思考力」や
「小学校への滑らかな接続」へつながっていることを学び、これまでの方向性に確信が持てま
した。

年齢・発達に応じた具体的なアドバイスの獲得
「愛のある待ち」の実践（3歳児）や「長さ以外の面白さへの気づき」（5歳児）、手作り玩具
のリニューアル（0歳児）など、各クラスの明日からの保育に直結する具体策が得られました。

寄り添った対話による課題の明確化とモチベーションUP
あたたかく労いのこもった助言により、職員の迷いや不安が解消され、「チーム力」を高めて
より良い環境を作っていこうという前向きな意欲が湧きました。

保育指針・学びの再確認と計画への反映
「3つの柱」や「10の姿」を改めて学び直す契機となり、行事の精選も含め、子どもに負担の
ない意図的な指導計画の作成・見直しへのモチベーションが高まりました。

訪問後の
感想より





２ 今後の方向性
（１） 幼児教育の質の向上
（２） 保幼こ小の円滑な接続の推進





幼児教育の質の向上
～ 要領・指針に基づく教育・保育 ～
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「沖縄県保育者育成指標モデル」
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幼児教育の質の向上
～ 要領・指針に基づく教育・保育 ～



申込フォームは、県教育庁ホームページに掲載してありますので御活用ください

随時募集しています。

ご活用ください

幼児教育の質の向上
～ 要領・指針に基づく教育・保育 ～



保幼こ小の円滑な接続の推進
～ 幼児期の学びを小学校以降へつなぐ ～



保幼こ小の円滑な接続の推進
～ 幼児期の学びを小学校以降へつなぐ ～



リーフレット1～４？表紙のみ？？ ＋ＱＲコード

保幼こ小の円滑な接続の推進
～ 幼児期の学びを小学校以降へつなぐ ～



保幼こ小の育ちをつなぐ

黄金っ子架け橋サポートガイド

ワークシート集

架け橋期の
カリキュラム

ガイド

年間スケジュール表（補完版）
保幼こ小の円滑な接続の推進
～ 幼児期の学びを小学校以降へつなぐ ～



幼児教育班通信 「きらり」
保幼こ小の円滑な接続の推進
～ 幼児期の学びを小学校以降へつなぐ ～



（那覇地区：浦添市 国頭地区：名護市）

（中頭地区：うるま市 島尻地区：南風原町
宮古地区：宮古島市 八重山地区：石垣市）



【各地区の協議会日程】

〇 国頭地区：名護市 ・・・・ 令和８年10月２日（金）

〇 中頭地区：うるま市 ・・・・ 令和８年11月1８日（水）

〇 那覇地区：浦添市 ・・・・ 令和８年10月２９日（木）

〇 島尻地区：南風原町 ・・・・ 令和８年10月１５日（木）

〇 宮古地区：宮古島市 ・・・・ 令和８年11月１１日（水）

〇 八重山地区：石垣市 ・・・・ 令和８年11月1７日（火）
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